
取扱説明書

BM-400
ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見
られるところに保管してください。
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はじめに
このたびは BM-400 をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
なお ､ご使用になる前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき､注意事項や使用方法
を十分ご理解いただいた上でご活用ください。

付属品
●CR－シンクロコード5m(ストレート） 1
●ハロゲンランプ（24V－20W） 1
●TW－Cリフレクター 1
●LB電池用充電アダプター 1
●取扱説明書（本書）　●保証書　●ご愛用者登録カード
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1安全のため特にご注意ください
■ご使用の前に、この説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

■ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、この機器を使
う人への危害、または物的損害を未然に防止するための注意です。

■注意事項は危害や損害の大きさと切迫の度合いを明示するために、誤った取扱
いをすると生じることが想定される内容を、「危険」「警告」「注意」の 3つに
区分しています。

△記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容（左図は感電注意）を示しています。

　記号は、禁止行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図は分解禁止）を示しています。

●記号は、具体的な指示内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図はプラグをコンセントから抜いてくだ
さい）を示しています。

いずれも機器を安全にお使いいただくために重要な内容ですので、
必ず守ってください。

危険：人が死亡または重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容。
警告：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。
注意：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに
必ず保管してください。

絵表示の意味



2

■使用中のヘッドに水滴などがかからないようにし
てください。
使用中のヘッドはキセノン管、モデリングランプ
が高温になっています。水滴などがかかるとガラ
スが破裂する恐れがあり、大変危険です。取扱い
には十分注意をしてください。

■修理技術者以外の方は、絶対に分解したり修理・改
造をしないでください。
電源部は、メインスイッチを切り A Cコードをコン
セントから抜いた後も、内部には長時間高電圧が残っ
ており、感電の恐れがあります。また、発光部も電源
部へ接続した状態では高電圧がかかっており危険で
す。十分注意をしてください。

警　告

■水に濡れる場所や湿度の高い場所での使用、また
手足が濡れた状態や素足での操作はしないでくだ
さい。
漏電による感電の恐れがあります。

■発光部は発光時、高温の熱を発します。人体に向けて
近い位置で発光させたり、可燃物に向けての使用は絶
対にしないでください。
火傷や火災の恐れがあります。

■揮発性のガソリン、シンナー、可燃性ガスなどを使用
している場所や、大量の粉塵が舞っている室内などで
は絶対に使用しないでください。
爆発、火災、火傷の恐れがあります。

■使用電圧はAC100～200/200～240V
（50/60Hz）です。（充電器LB用）
異なる電圧で使用すると感電、発火、火災の原因となり
ます。

■ACコードプラグやヘッドコードプラグを着脱する時
は必ず電源部のメインスイッチ、モデリングランプス
イッチを切ってください。
急激に大電流が流れ、ショートによる火傷、発火の恐れ
があります。



3

■調光器に接続しての使用はしないでください。本機および調光器を破
損する恐れがあります。

■ストロボ電源部は使用しないときでも１カ月に1～2度は必ず出力を
FULLにして通電をしてください。特に3カ月以上の長期にわたって
使用しなかったときは、出力をFULLにして最低4時間通電をしてく
ださい。この間は絶対に発光させないでください。長期間使用になら
なかったストロボ電源部は、そのまま発光をくり返すとコンデンサー
が発熱して破損することがあリます。

■赤外シンクロ装置（当社製）の受信機は、室内の蛍光灯から離れた場所にセットしてくだ
さい。蛍光管から出る赤外線により、誤動作を起こすことがあります。

■複数台のストロボ電源部を赤外シンクロ装置（当社製）で使用するときは、それぞれのス
トロボ電源部に受信器をセッ卜してください。

2 使用上のご注意とお願い

■使用中や使用直後のヘッドは、かなりの高温になっていま
す。十分温度が下がってから取り扱ってください。
火傷の恐れがあります。

注　意

■落としたり衝撃が加わったときは、直ちに使用を中止し、
弊社、またはご購入店で点検を受けてください。
外観的な変形がなくても内部の電子部品などの損傷で、感電
や漏電の恐れがあります。コードの被覆損傷のときも同様に
点検を受けてください。

■ヘッド使用中は、紙や布または樹脂系のシートなど可燃物を
近づけたり、覆っての使用はしないでください。
使用中はかなりの高温となり発火、火災の恐れが
あります。

■ヒューズやモデリングランプは弊社指定の定格
品を使用してください。
定格品以外の使用は発火、火災の原因となります。

■使用後は安全のために必ずACコードをコンセ
ントから抜き取ってください。
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4 操作手順
■ 1. メインスイッチの確認
メインスイッチ（MAIN）が「OFF」になっていることを確認してください。

※メインスイッチを「ON」のままで電池を差し込むと､
電池のプラグを損傷します。

■ 2. ニッケル水素電池の装着
電池カバーを開けて､充電されているニッケル水素電池（LB用）を電源部の入力プラグに合

わせて装着します。装着後、電池カバーを元に戻して下さい｡

■ 3. シンクロコードの接続
付属のシンクロコードでシンクロソケットとカメラのシ

ンクロターミナルを接続します｡

■ 4. サウンドスイッチモードを選択してください
充電状態を知らせるサウンド（SOUND）が必要なときは、

「充電完了音＝READY」「充電中音＝CHG」のいずれかに

セットします。
● 警報はサウンドスイッチのモードに関係なく鳴ります。
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プを持って引き出してください｡
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■ 7. 発光の確認
テスト発光スイッチ（TEST）を押して発光することを

確認してください。

■ 6. 出力の設定
出力バリエーター（VARIATOR）で出力を選択して

ください。

【お願い】
● 本番撮影をされる前に､実際のフィルムまたはインスタントフィルム等で､カメラのシンクロ

　（同調）テストをされることをお奨めします。
●「先幕シンクロモード」で撮影する場合､シャッタースピードは1/60秒よりも遅いシャッ   

    タースピードでご使用ください｡

●「後幕シンクロモード」で撮影した場合､シャッタースピードとは関係なく写真に露光ムラ

　が生じることがあります｡

■ 5. 充電の開始
メインスイッチ（MAIN）を「ON」にすると充電がはじまり、数秒後に充電完了ランプが点

灯します。

■ 8. カメラとのシンクロを確認
シンクロコードでカメラと接続し、カメラでの発光テストをして下さい。
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6 サウンドモード

出力バリエーター（VARIATOR）は、出力をFULLから1/32までを1/6EVステップで調光し

ます。

1. 出力バリエーター（VARIATOR）を下げたとき
本機は電圧調光方式を採用しています。このため出力バリ

エーターを下げても内部のメインコンデンサーに蓄められ

ている電気エネルギーは、直ちに新たな設定出力値まで下

がりません。

この場合は、一度空発光してください。充電が完了すると

新たな出力値に設定されます。

2. 出力バリエーター（VARIATOR）を上げたとき
設定された出力値まで自動的に充電が行なわれますので、空発光操作の必要はありません。

この場合、レディーランプがいったん消灯し、充電が完了すると再点灯します。

3.出力バリエーター（VARIATOR）を「0」の位置を選んだとき
充電完了ランプもモデリングランプともに点灯しません。

発光操作をすると、不発光警報が出ます。

5 出力バリエーター
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OFF OFF
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充電の状況をブザー音で知らせます。

■ READY
充電が完了したとき、ブザーが鳴ります。

■ CHG
充電中ブザーが鳴り、充電が完了すると止まります。

■ OFF
消音。
● 警報はサウンドモードに関係なく鳴ります。
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7 フォトセル

8 不発光警報
1. 充電完了後の不発光警報について
発光操作をしても、何らかの原因で発光しなかったとき、ブザーが鳴り、充電完了ランプ

が点滅して不発光を知らせます。

警報の解除はメインスイッチ（MAIN)をいったん「OFF」すると解除されます。

再び、発光操作をしても警報がでるときは、本体の異常が考えられますので、点検を受け

られることをお奨めします。

2. 充電完了前の不発光警報について
充電完了前に発光操作を行って、発光しなかったとき

はブザーが鳴り、充電完了ランプが点滅して不発光を

を知らせますが、充電が完了すると充電完了ランプは

点滅から点灯に変わります。ブザーは連続的に鳴りま

す。

この状態で再度、発光操作をして正常に発光すると警

報は解除されます。
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他のストロボ光を受けて同調発光したいとき、フォト

セルスイッチ（P.CELL）を「ON」にしてください。

【ご注意】
● 赤外シンクロ装置を使うときは必ず「OFF」にし

てください。
● フォトセル受光部周辺に直射日光など強い光が

当たると作動しないことがあります。
● 同調発光させないときは「OFF」にして

ご使用ください。

赤外シンクロ装置を使うときは 
「OFF」にする 

CHG

OFF OFF

READY ON

CHG

OFF OFF

READY ON

ON

OFF

ON

OFF
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FLASHING
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充電器 
（NHC-2420） 

BM-400

ACコンセント 

ACコード 

出力コード 

1/8

1/2

1/4

0 FULL1/321/16

10

9 充電器／ニッケル水素電池
■ 充電器（NHC-2420）の接続方法と各部の名称

■ 充電器（NHC-2420）

Made in Japan

FLASHING

ON

インジケーター ACソケット リフレッシュ表示 

リフレッシュスイッチ メインスイッチ 出力ソケット 
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■ 電池の充電方法

１. 充電器のメインスイッチ（MAIN）とBM-400のメインスイッチ（MAIN）が「OFF」になっ
ていることを確認したうえで、充電器とBM-400を出力コードで接続します。

２. 充電器のACソケットにACコードをしっかりと差し込みます。
　 次にACコンセントに接続します。

３. 充電器のメインスイッチ（MAIN）を「ON」にするとインジケーター 1 灯が点灯し、充
電を開始します。

４. 充電器のインジケーターが 3 灯点滅すると充電完了です。
　 充電は約 1 時間で完了します。

■ リフレッシュ機能

発光回数がメモリー効果等で所定の回数まで発光しなくなったときに使用します。

＜操作方法＞
電池の充電方法と同じに一旦、充電を開始します。
その状態でリフレッシュスイッチを押すと、リフレッシュ表示が点灯して、放電を開始します。
電池の電圧が所定の電圧まで下がると放電を停止して､通常の充電を開始します。

＜解除方法＞
リフレッシュを途中で中止するときは、メインスイッチを「OFF」にしてください。
メインスイッチを「ON」にすると、通常の充電が開始します。

注意
● 満充電の電池をリフレッシュすると数時間かかりますので、極力、電池が空の
　状態で使用してください。
● 電池を充電する場合、BM-400のメインスイッチを「OFF」にして行ってくだ 
　さい。
● 充電しながらのストロボの使用は避けてください。
　機器類の故障の原因になります。

● 電池を本体から取り外して、付属の「LB電池用充電アダプター」に接続して充電するこ

ともできます
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■ 専用充電器（NHC-2420）の海外使用時の場合
充電器は､AC100～120V/200～240Vの地域でご使用になれます。

■ 充電器出力プラグの脱着
充電器の出力プラグをBM-400から抜くときは､プラグのロックリングを持って､抜いてく

だ

注意
● 海外で使用する場合、使用先の電源コンセントに合った変換プラグをご使用
　ください。

■ 充電表示について

１.充電開始

放電した電池は約1時間で充電が完了します｡

２.充電中 ３.充電中 ４.充電終了

FLASHING FLASHING FLASHING FLASHING

電池を接続してメインス
イッチを「ON」にすると
､インジケーターのラン
プが1個点灯し､充電が
はじまります。

充電が完了すると､3個
のランプが点滅し､同
時に約4秒間ブザーが
鳴ります｡

ご注意ください

FLASHING

充電表示ランプが1個点滅するときは､次のような場合です。

①電池を接続せずにAC電源が投入されている
　→直ちに電源を「OFF」にする
②電源を連続使用したあとで､内部温度が高い

　→温度が下がるのを待つ
③出力コード､または充電用コード等が不良

　→要修理
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■ 電池の過放電について

電池を過放電（電源を使用状態で長時間放置する等）すると、充電器での電池充電ができない
ことがあります。
このような場合は、強制充電の操作を行って、充電を開始させます。
※ストロボ使用状態で放置すると、小電力状態になりますが、制御回路は働いていますので、
完全なOFF状態になりません。

● 強制充電（電池を過放電したときのみ行ってください）
1.電源部及び充電器のメインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、出力コードを接続します。
2.充電器のリフレッシュスイッチ（REFRESH）を押したまま、充電器のメインスイッチ　
　を「ON」にします。
リフレッシュスイッチはそのまま放さず、約15秒間待ってください。（この間、ブザーが
鳴り続けます。）

3.約15秒経ちましたらリフレッシュスイッチを放します。強制充電が開始し、約5分間の
強制充電の後、ブザーが鳴り、通常充電に移行します。

● 過充電は電池劣化の原因となります。

■ 電池の取扱について
1. 使用温度について

・使用温度は0℃～45℃の範囲内で使用してください｡
0℃以下や45℃以上では電池容量が少なくなり､所定の発光回数が得られなかったり､
性能劣化の原因となることがありますのでご注意ください｡

※BM-400を低温環境でご使用になる場合は､事前にテストをして光量測定をしてください｡
低温時の場合､所定の性能を発揮しない恐れがありますのでご注意ください｡

2.寒冷地での使用について
・電池が0℃前後まで冷えると、電池の充電状態に関係なく、ストロボの充電ができないこ
とがあります。このような場合には電池を室温（20～25℃）になるように電池を暖めてくだ
さい。（カイロなど）
・電池を暖めるときは、直火にあてたり温湯をかけたりしないでください。感電や故障の原
因になります。

3. 充電について
・充電時の周囲温度は10℃～40℃の範囲内で行ってください｡
特に効率がよいのは､10℃～30℃です｡

・10℃以下､あるいは40℃以上では充電効率が低下し､充分充電されないばかりでなく、性
能劣化や液漏れの原因になることがあります｡
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4. 保存について

・保存温度は-10℃～30度の範囲内で､乾燥した場所を選んでください｡
・長期にわたる保存は自己放電や電池内部の不活性化により､初回充電では十分に充電され
ないことがあります｡その場合､充放電を繰り返すことにより､特性が回復します｡

・保存期間が1～3ヶ月以内の場合､電池はFULLまたは放電状態どちらでもかまいません｡
・保存期間が3ヶ月を越える場合には､放電状態で保存することが理想です｡
・6ヶ月以上長期保存の場合は､自己放電による性能劣化や液漏れ防止のため､最低3ヶ月に
1回は充放電を数回繰り返し行ってください。

5. 電池の発熱について

・連続発光したのち､電池が発熱していて充電しない場合があります｡これは電池内部に温
度センサーを内蔵しているためで､電池の内部温度が所定温度を超えると電池保護のため
､回路が切れるようになっています｡電池を充電器（NHC-2420）につないで充電開始後､充
電器の充電表示ランプが点滅する場合は､いったん充電を止めて､電池の温度が下がるの
を待ってください｡

6. 長時間の放置について

・充電した電池を長時間放置しておくと自然放電します。この場合､使用する直前に再度充
電を行ってください。
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10 電池の残量表示
電池の残量は2個のランプで表示します｡
十分に活性化された電池をFULL充電したときは､150回以上（FULL出力時）の発光ができま
すが､残量表示ランプと発光回数の関係は目安として下記のようになります｡

上記の発光回数は電池が十分に活性化されているものを使用した場合です｡
ご購入時や長期間（1ヶ月以上）使用されなかった場合はFULL充電を行っても所定の発光回
数が得られないことがあります｡
この場合は数回､リフレッシュと充電を繰り返すことにより回復します｡

※電池の端子電圧が規定電圧以下になると､2個の表示ランプが交互に点滅して、ブザーが
鳴り、発光を停止します｡このような場合は使用を止め、電池を充電してください｡

バッテリーインジケーター 発光回数

残量表示ランプ2個点灯時

残量表示ランプ1個点灯時

全 部 消 灯 後（EMPTY）

交互点滅（バッテリー保護）

150～100回以上

100～  20回以上

数回以上の発光ができます

発光を停止します

注意
● 電源部が充電完了した後､メインスイッチを一度「OFF」にして､再び「ON」
　にすると､電池残量表示が「FULL」表示になりますが､故障ではありません
｡
　この場合は､一度発光させると正しい表示になります｡
● 電池が0℃前後まで冷えると､電池の充電状態とは関係なく､ストロボの充電
　ができないことがあります。このような場合には電池を室温（20℃～25℃）
　になるように電池を暖めてください。（カイロなど）
● 電池を暖めるときは､直火にあてたり温湯をかけたりしないでください。感

MAIN ON CHG

CHG

OFF OFF

READY ON

Made in Japan
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0 FULL1/321/16
VARIATOR
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11 保証とアフターサービス
■保証書と保証期間
添付された保証書に「販売店名・ご購入日」など、所定事項の記載もれがないかをご確認の

うえ大切に保存してください。なお、保証期間はご購入日から一年間です。

本製品に、純正部品・純正アクセサリー以外のものを使用することによって生じた故障・事故、

および本取扱説明書で明記した注意・禁止された事項をお守りにならずに生じた故障・事故

については一切の責任を負いかねます。

また、消耗品類は保証の対象となりません。詳しくは保証書の保証規定をご参照ください。

■保証期間終了後の修理
保証期間後でもご要望により有償で修理いたします。引き続き安心してご使用いただけます。

■アフターサービス
すべてのコメット製品は、厳重に調整・検査して出荷されていますが、万一故障になったと

きはご購入店または弊社営業所へご連絡ください。

■修理・点検へお出しになる際のご注意
修理・点検にお出しになる際は、ご使用中のＡＣコード、シンクロコードをセッ卜にしてご

依頼ください。迅速なアフターサービスをさせていただきます。

保証期間中のものは必ず保証書を添付してください。保証期間後のものは保証書に記載され

ている製品名・型式・ご購入年月日をお知らせください。

また、修理にお出しになる前にＡＣプラグが抜けてないか、ヒューズ、ブレーカーが切れて

いないかをお調べください。

■修理・点検後のご注意
修理伝票は修理完了品に添付してあります。

修理内容が明記されておりますので、修理品をお受け取りになる際に確認してください。

また、修理伝票は次回の修理に必要となることがありますので大切に保存してください。　
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品　　名 BM-400本体  

型　　式 BM-400  

電　　池 ニッケル水素電池（LB用）  

最大出力 400Ws 

ストロボ調光方式 電圧調光  

ストロボ調光範囲 FULL～1／32（1／6EVクリックステップ） 

出力表示 出力バリエーター目盛 

充電時間（秒） 3.5～4秒（フル出力時） 

電池残量表示 2個のランプで表示 

モデリングランプ定格 24V20W  

モデリング点灯モード モデリングランプスイッチ「ON」で放すと、約6秒間点灯 

充電サウンドモード 充電完了音（READY）／充電中音（CHG）／消音（OFF） 

シンクロソケット ホーンジャックタイプ　2個口 

シンクロ電圧 DC12V  

フォトセル 内蔵（スイッチ付） 

不発光警報 充電完了ランプ点滅とブザー連続音 

寸　法（mm） 265（w）× 107（h）×  102（d）（雲台、キセノン管含みません） 

重　量（kg）  2.69（電池含みません）　 電池 740（g）  

 ● 本仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。
　なお、この仕様は2002年 6月現在のものです。

12 仕様
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OFF OFF

READY ON
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●長年ご使用のストロボ機器の点検をぜひ！

●ストロボ電源部、ヘッドは内部に高電圧を蓄える機器です。誤った操作、または
　異常を無視して使用すると、使用する人々への危害、または物的損害を与えるこ
　とが予測されます。
　取扱い説明書の操作方法に従い、「警告」「注意」などを守って安全にお使いください。
●上記のような症状がなくても１年に１～２回は点検を受けられるようおすすめします。

愛情点検 こんな症状はありませんか 
●スイッチを入れても所定の時間で充電しない 

●通電中に異音、異臭、あるいは発煙する 

●ヒューズがすぐ切れる 

●ストロボ電源部やヘッドに触るとピリピリと 

　電気を感じる 

●その他の異常や故障があるとき 

 

このような症状のときは直 

ちに使用を中止してＡＣプ 

ラグをコンセントから抜い 

て、当社営業所または販売 

店にご相談ください。 

当製品は弊社の厳重なる検査
に合格したことを証します。

品
管

検
査
証

検　査

アフターサービスについてのご相談は
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0206-003A
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